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５ 企業会計収入支出予算の概要 

 

 企業会計は、地方公営企業法に定められた諸事業と採算性のある事業について、条例の定めるとこ

ろにより設置するものですが、本県では、公共の福祉を増進するため、病院、水道、工業用水道、電

気及び流域下水道の５事業の経営を行っています。 

 企業会計予算の総額は、第15表のとおりで、前年度の626億1,139万1千円に比べ、16億9,894万3千

円、2.7％の減となっています。 

第15表 企業会計予算の状況                                               （単位：千円、％） 

会  計  名 

令和３年度 
当初予算額 

（A） 

令和２年度 
当初予算額 

（B） 

比   較 

増   減 
（A）―（B） 

伸 び 率 
（A）－（B）／（B） 

病 院 事 業 7,153,775 7,295,625 △141,850 △1.9 

水 道 事 業 16,450,020 17,670,426 △1,220,406 △6.9 

工業用水道事業 12,048,564 13,518,099 △1,469,535 △10.9 

電 気 事 業 1,430,679 765,405 665,274 86.9 

流域下水道事業 23,829,410 23,361,836 467,574 2.0 

合     計 60,912,448 62,611,391 △1,698,943 △2.7 

 

 

企業会計収入支出予算について、その概要を説明します。 

 （１）病院事業会計 

病院事業は、県立こころの医療センター、県立一志病院及び指定管理者制度を導入している県

立志摩病院の３病院を管理運営し、県民の皆さんの健康保持と医療水準の向上に努めています。 

ア．業務の予定量 

 (ア) 病床数 770床 

 (イ) 患者数 

 

イ．収益的収支  収入 5,413,841千円   資本的収支  収入 1,429,356千円 

   支出 5,305,979千円    支出 1,847,796千円 

収益的収入は、入院収益、外来収益等の医業収益が26億8,924万2千円、他会計補助金、長期前受金

戻入、負担金等の医業外収益が27億2,459万9千円で、合わせて54億1,384万1千円を計上しています。 

 また、収益的支出は、給与費、材料費、経費、減価償却費等の医業費用が51億6,175万5千円、支払

利息等の医業外費用が1億4,422万4千円で、合わせて53億597万9千円を計上しています。 

これらの収支見込みにより、1億786万2千円の経常利益を計上しています。 

 次に、資本的収入は、企業債4億1,180万円や県費負担金4億1,755万6千円など、合わせて14億2,935

 年  間 １日平均 

入院患者数 178,458人 489人 

外来患者数 139,525人 577人 
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万6千円を計上しています。 

 また、資本的支出は、建設改良費4億5,188万2千円や企業債償還金7億291万4千円など、合わせ

て18億4,779万6千円を計上しています。 

ウ．令和３年度の事業運営 

新型コロナウイルス感染症の拡大が長期化する中、同感染症について各病院において徹底した

感染防止対策を講じるとともに必要な役割を果たしながら、県立こころの医療センターにおいて

は県内の精神科医療の中核病院としての取組を、県立一志病院においては総合診療医を中心とし

たプライマリ・ケアの取組を、また、県立志摩病院においては指定管理者による運営のもと、診

療機能の充実を図りながら志摩地域の中核病院としての取組をそれぞれ進め、県民の皆さんに良

質で満足度の高い医療サービスを提供するとともに、引き続き経営改善に努めていきます。 

 

 （２）水道事業会計 

 水道事業は、四日市市、桑名市、鈴鹿市及び亀山市を含む４市４町を対象とした北中勢水道（北

勢系：施設能力１日最大給水量149,300ｍ3）、津市、松阪市を対象とした北中勢水道（中勢系：施

設能力１日最大給水量140,216ｍ3）、伊勢市、松阪市、鳥羽市及び志摩市を含む４市５町を対象と

した南勢志摩水道（施設能力１日最大給水量139,850ｍ3）により、水道用水の安定した供給に努

めています。 

ア．業務の予定量 

  年間総給水量  72,642,628ｍ3 

  １日平均給水量   199,021ｍ3 

イ．収益的収支 収入 10,167,750千円   資本的収支 収入   2,223,079千円 

支出  9,936,551千円   支出   6,513,469千円 

収益的収入は、給水収益87億7,560万7千円及びその他営業収益を合わせた営業収益87億7,986

万6千円と長期前受金戻入8億179万6千円等の営業外収益13億8,788万4千円です。 

 収益的支出は、人件費、動力費、減価償却費等の営業費用88億7,367万1千円と支払利息等の営

業外費用10億6,088万円が主なものです。 

以上の結果、429万8千円の当期純利益を計上しています。 

 次に、資本的収入は、他会計補助金3億4,052万円と長期貸付金償還金11億5千万円が主なもので

す。 

 資本的支出は、中勢水道改良費等の建設改良費46億2,271万3千円、企業債償還金等の償還金18

億9,075万6千円です。 

ウ．主な建設改良計画 

 大規模地震や設備の老朽化などに対応するため、中勢水道改良事業等において、耐震化や老朽

化対策等を実施することにしています。 
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主な建設改良事業                            （単位：千円） 

事 業 名 計画年度 総事業費 
うち本年度 

事 業 費 
備     考 

業務設備及び改良事業 R3 132,585 132,585 既設設備の改良 

北 勢 水 道 改 良 事 業 R3 1,510,437 1,510,437 既設施設の改良 

中 勢 水 道 改 良 事 業 R3 2,088,684 2,088,684 既設施設の改良 

南 勢 水 道 改 良 事 業 R3 832,797 832,797 既設施設の改良 

 

 （３）工業用水道事業会計 

工業用水道事業は、北伊勢工業用水道（１日給水能力840,000ｍ3）、中伊勢工業用水道（１日給

水能力33,000ｍ3）及び松阪工業用水道（１日給水能力38,500ｍ3）により、工業用水の安定した供

給に努めています。 

ア．業務の予定量 

 (ア) 給水会社数   92社 

 (イ) 年間総給水量  216,168,820ｍ3 

    １日平均給水量    592,243ｍ3 

イ．収益的収支  収入 6,303,488千円   資本的収支  収入 2,628,350千円 

         支出 6,042,260千円          支出 6,006,304千円 

 収益的収入は、給水収益56億8,394万円及びその他営業収益を合わせた営業収益59億3,516万7

千円と長期前受金戻入3億5,302万2千円等の営業外収益3億6,832万1千円です。 

 収益的支出は、人件費、負担金、減価償却費等の営業費用57億7,586万4千円と支払利息等の営

業外費用2億6,439万6千円が主なものです。 

以上の結果、307万6千円の当期純利益を計上しています。 

 次に、資本的収入は、企業債19億6,500万円と他会計出資金3億1,810万2千円が主なものです。 

 資本的支出は、北伊勢工業用水道改良費等の建設改良費49億8,324万3千円と企業債償還金10億

2,306万1千円です。 

ウ．主な建設改良計画  

大規模地震や設備の老朽化などに対応するため、北伊勢工業用水道改良事業等において、耐震

化や老朽化対策等を実施することにしています。 
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主な建設改良事業                            （単位：千円） 

事  業  名 計画年度 総事業費 
うち本年度 

事 業 費 
備     考 

業 務 設 備 及 び 改 良 事 業 R3 181,040 181,040 既設設備の改良 

北伊勢工業用水道改良事業 R3 3,926,531 3,926,531 既設施設の改良 

松 阪 工 業 用 水 道 改 良 事 業 R3 479,703 479,703 既設施設の改良 

中伊勢工業用水道改良事業 R3 197,867 197,867 既設施設の改良 

 

（４）電気事業会計 

三重ごみ固形燃料発電所でのＲＤＦの焼却・発電は、令和元年９月17日をもって終了し、同年 

12月21日には電気事業法における三重ごみ固形燃料発電所を廃止いたしました。 

今後は、関係部局等と協議・調整のうえ、関係市町等と連携し、ＲＤＦ焼却・発電事業の円滑

な終了に向けて取り組みます。 

ア．業務の予定量 

  施設撤去等事業     810,000千円 

イ．収益的収支   収入     1,196千円   資本的収支  収入     －千円 

          支出 1,430,679千円          支出       －千円 

収益的収入は、受取利息11万7千円等の営業外収益119万6千円です。 

収益的支出は、人件費、負担金、固定資産除却費等の営業費用10億1,323万7千円と特別損失4

億1,380万3千円が主なものです。 

以上の結果、13億5,180万円の当期純損失を計上しています。 

 

 （５）流域下水道事業会計 

 流域下水道事業は、四日市市、桑名市、鈴鹿市、亀山市、いなべ市、東員町、菰野町、朝日町

及び川越町を対象とした北勢沿岸流域下水道（北部処理区、南部処理区）、津市、松阪市及び多気

町を対象とした中勢沿岸流域下水道（志登茂川処理区、雲出川左岸処理区、松阪処理区）、伊勢市、

明和町及び玉城町を対象とした宮川流域下水道（宮川処理区）により、公共用水域の水質汚濁防

止や生活環境の改善等を目的に、汚水処理を行っています。 

ア．業務の予定量 

  年間総処理水量  85,567,000ｍ3 

  １日平均処理水量   234,430ｍ3 
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イ．収益的収支 収入  14,145,132千円   資本的収支 収入   9,145,285千円 

支出  13,994,737千円   支出   9,834,673千円 

収益的収入は、維持管理負担金収益63億5,013万7千円及びその他営業収益を合わせた営業収益

63億7,543万7千円と長期前受金戻入71億8,936万9千円等の営業外収益77億6,969万5千円です。 

 収益的支出は、委託費、減価償却費等の営業費用131億9,755万7千円と支払利息等の営業外費用

7億9,668万円が主なものです。 

以上の結果、2億3,597万6千円の当期純利益を計上しています。 

 次に、資本的収入は、企業債17億6,770万円、補助金59億6,282万3千円、負担金14億1,476万2

千円です。 

 資本的支出は、国補北勢沿岸流域下水道（南部）建設事業等の建設改良費67億517万3千円、企

業債償還金の31億2,950万円です。 

ウ．主な建設改良計画 

 南部浄化センターでは、汚水量の増加に対応するため、国補北勢沿岸流域下水道（南部）建設

事業において、第２期建設事業を実施することにしています。 

 

主な建設改良事業                            （単位：千円） 

事 業 名 計画年度 総事業費 
うち本年度 

事 業 費 
備     考 

国補北勢沿岸流域下水道

（ 北 部 ） 建 設 事 業 
R3 463,425 463,425 

 更新・長寿命化対策、地 

震対策等 

国補北勢沿岸流域下水道

（ 南 部 ） 建 設 事 業 R3 4,551,442 4,551,442 

処理施設の増設、更新・

長寿命化対策、地震対策

等 

国補中勢沿岸流域下水道

（志登茂川）建設事業 
R3 101,955 101,955 

幹線管渠の延伸等 

国補中勢沿岸流域下水道

（雲出川左岸）建設事業 
R3 227,472 227,472 

更新・長寿命化対策、地

震対策等 

国補中勢沿岸流域下水道

（ 松 阪 ） 建 設 事 業 R3 417,884 417,884 

処理施設の増設、更新・

長寿命化対策、地震対策

等 

国 補 宮 川 流 域 下 水 道 

（ 宮 川 ） 建 設 事 業 R3 861,840 861,840 

幹線管渠の延伸、更新・

長寿命化対策、地震対策

等 
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一口メモ   

●収益的収支…当該年度の企業の経営活動に伴い発生する収益（収入）とそれに対応する費 

       用（支出）であって、収入は、サービスの提供の対価としての料金収入が主体 

       であって、支出にはサービス提供に要する職員給与費、支払利息、建物等の固 

       定資産の減価償却費等が計上されます。 

●資本的収支…住民に対するサービスの提供を維持するとともに、将来の利用増に対処して、 

       経営規模の拡大を図るために要する諸施設の整備、拡充等の資産の取得に要す 

       る経費、施設の取得に要した企業債の元金償還金などの支出と資産の取得に要 

       する企業債等の収入が計上されます。 


